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─お互いに知り合ったのはいつ頃

ですか？  

 

 中学３年生の時に学校に行かな

くなり、中学校は卒業したが高校

は出ずにそのままひきこもりで

４年間過ごしました。18 歳の時

に、夜に眠れなくなったり、不安

で動悸がしたり、いろいろな症状

が出て、それを親に話したところ、

病院に通うことになり、それと同

時に支援団体の運営するオープ

ンスペース（居場所）のことを教

えてもらいました。母親は仕事仲

間から教えてもらったそうです。

最初はこのオープンスペースで

の活動を知らず、更生施設のよう

なところだと思っていました。支

援団体が発行しているリーフ

レットをもらい情報を得ました。

（Ａさん） 

 

―はじめの一歩を踏み出したきっ

かけは？  

 興味があったというよりは、行か

なければ親に迷惑をかけるかな

と思い、とりあえず行こうという

感じでした。リーフレットはも

らったけど、あまり読み込んでい

なくて、とりあえず行ってみよう

と。電話はせずにリーフレットに

記載されている場所に直接行き

ました。（Ａさん） 

 お母さんからは電話があったよ

うに思います。（支援担当者） 

 

―最初にした活動は？  

 

 このオープンスペースではそれ

ぞれが思い思いに時間を過ごす

のですが、そのいつも通りの活動

に入りました。特別な活動をした

訳ではなかったと思います。（Ａ

さん） 

 

―最初にお会いしたのは？  

 

 今の担当者と、もう一人別の方が

いました。（Ａさん） 

 最初にお会いした時のことは

はっきり覚えています。お母さん

に連れられて、しょうがなく来た

という感じでした。本人は何でこ

こに来たのかが分からない状態。

その少し前に、このオープンス

これまでの歩み 
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ペースに来ている別の方から、知

り合いの子どもさんがひきこも

りを経験しており、その人に渡し

てあげたいのでリーフレットを

くださいと言われていましたの

で、いつかはその知り合いの人が

来るのかなといった程度は考え

ていました。 

来た初日は何もしゃべらな

かったように思います。大抵の人

はそうですが、入り口のところに

入ったきり動かないという感じ。

３回くらいご家族が送り迎えだ

けをしていましたが、それからし

ばらく来なくなって、「あの人来

ないんだな」くらいにしか思って

いなかったのですが、１か月後く

らいに突然一人でいらした。この

オープンスペースでの活動は予

約など不要で、普段から好きな時

間に来て好きな時間に帰って良

いことになっていますので、突然

いらした。それまでは閉室時間よ

り前に家族が迎えに来ていたの

ですが、その日は閉室時間の最後

までいらした。（支援担当者） 

 

―最初はどのようなことを考えな

がら訪ねましたか？  

 

 成り行きでどうにかなればいい

なと。とにかく現状がつらかった

ので、変化が欲しいなという気持

ちはその時からずっとありまし

た。（Ａさん） 

 

―最初に訪問して以降、どのように

気持ちが変化していきましたか？  

 

 このオープンスペースは、絶対に

行かないといけないとか、学校み

たいなところではなくて、自分の

家のもう一つの部屋みたいな、力

の抜ける所だというのが分かっ

てから、特に難しいことは考えず

に行くようになっていました。

（Ａさん） 

 Ａさんがこのオープンスペース

に来るようになってから、特に驚

いたエピソードがあります。遠方

で開催される表彰式への参加に

彼が立候補したことです。当時、

当方の活動がとある賞をいただ

くことになって、その表彰式への

誘いがありました。その際、「私

行きます」と言われてこちらが

びっくりしたのを覚えています。

それまでの活動を全然知らない

中、自ら行くと言ったわけですの

で。でもＡさんの性格上、行くと



3 

 

言ったからには必ず行くのだろ

うなと思い、ご両親にも私から

（表彰式の参加について）説明さ

せてもらいました。このスペース

に通うようになって、数か月しか

たっていなかったと思います。

（支援担当者） 

 

―表彰式への参加に立候補した理

由は？  

 

 ちょうど誕生日で、都市部に行く

ということだったので。そういう

感じの理由でした。（Ａさん） 

 

―当時、どのようなペースで通って

いましたか？  

 

 月２回くらい。そんなに多くはな

いです。このスペース自体は週２

回開所していますが、当時は月２

回くらいの参加でした。（Ａさん） 

 

―その後、オープンスペースに通い

ながら、現在は冊子の編集にもかか

わるようになったということです

が、どのような経緯でそうなりまし

たか？  

 

 支援担当者から、「本を作るから

やらないか」という誘いがあって。

あまり断れない性格なので、やっ

てみようという感じで始めた結

果、本を編集したり、イベントに

参加したりするようになりまし

た。（Ａさん） 

 冊子を作ることが決まった時、以

前の編集長が就職して抜けてし

まっていたので、さてどうしよう

と思い、Ａさんに声を掛けました。

「編集長やらない？」と聞いたら、

はじめはあまりいい返事はもら

えなかったです（笑）。「一人で編

集長をするのは嫌だけど、もう一

人いたらいいかな」とのことでし

たので、２人体制で編集長を務め

てくれました。ページ数のボ

リュームのある冊子でしたので、

なかなか大変だったと思います。

文字の大きさやレイアウトなど、

皆で相談しつつ、Ａさんが試作を

作ってきてくれたりもして。Ａさ

んはパソコンが得意なので、やれ

るのではないかなという思いが

ありました。（支援担当者） 

 

―現在は様々な活動に参加されて

いますが、そうなる前と後で印象が

変わったことはありますか？  
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 このあたりは決して広くはない

街ですが、それでもこの活動につ

いて以前は知りませんでした。支

援担当者が、とにかく色々な人と

ネットワークがあって、色々な事

に取り組んでいて。それを徐々に

知っていく中で、自分もそういう

関わりができたらいいなと思う

ようになりました。いつもはふん

わりと雑談して過ごしているの

に、いざ何かが始まると色々な人

が動いていく。それにとても感動

しました。（Ａさん） 

 Ａさんの性格もあると思います。

他の人が同じことをしても周り

は動かないというか。Ａさんの場

合は知見を持っているからだと

思います。中には自分の家や親戚

との関わりの中だけで物事を解

決するという性格の人もいると

思うのですが、Ａさんの場合は目

が外を向いている。そこが、こう

いった気づきを得ることができ

る点なのだと思います。まだ若い

Ａさんに冊子の編集を任せるの

も、正直言うと冒険です。このス

ペースにはもっと年上の人もい

ますから。でも、Ａさんにはそれ

ができるだけのものがあるなと

思ってお任せしました。（支援担

当者） 

 

―そういったＡさんの魅力は、どの

ように気づいていきましたか？  

 

 何か頼んだ際、Ａさんは「やりま

す」、「できます」と言ったことは

必ず実行してくれます。まずはそ

こが大きかったなと思います。今

までやったこともない事をこち

らから提案するので、おそらく不

安な中で返事をしてくれている

のだと思うのです。でもそれに挑

戦して、やってみると出来る。こ

ちらが期待していた以上のもの

をやってきてくれる。おそらく、

見えないところではたくさん苦

労していると思います。それを、

皆の前で見せないで、さりげなく

やる。 

最初にオープンスペースに来た

時、Ａさんは小さな絵をかいてい

たのですが、その絵がとても良く、

そこから徐々に大きな絵も描い

てもらうようになりました。Ａさ

んは、自分でも気づかないような

表現力をいっぱい持っていると

感じました。冊子の挿絵をかいて

もらったりして表現してもらえ

ると、どんどん成長していくのが
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見てとれて嬉しくなります。こん

なに変わってきてくれた、こんな

風に成長してきてくれたと感じ

て、とても頼もしい気持ちになり

ます。（支援担当者） 

 あんまり自分では分からないで

すけれど（笑）。自分の考えを取

り入れて何か物が出来上がると

いうのがとても嬉しいです。（Ａ

さん） 

 

―Ａさんと支援担当者は知り合っ

てからどれくらい経ちますか？  

 

 もうすぐ５年になります。（Ａさ

ん） 

 

―Ａさんにとって、支援担当者はど

ういう存在ですか？  

 

 親戚のような感じです。血のつな

がりはないけど、親戚のような。

（Ａさん） 

 私は、皆から「支援しているのは

自分たちの方だ」と言われます

（笑）。何もできないから。今日

のインタビューも緊張していま

したが、Ａさんに「なんとかなる

よ」と言われまして。先日もこの

スペースの視察に来られた方が

いらしたのですが、その方たちの

案内をＡさんがしてくれました。

「大丈夫だから私がやっておき

ます」と言って。そういう頼もし

い存在です。（支援担当者） 

 

（２）これからについて 

 

 

―これからやりたいと思っている

ことは？  

 

 実はあまり無くて、とりあえず今

できることをやっていく、何かを

成し遂げられるよう、一日一日を

少しずつ、一歩一歩やっていくし

かないと思っています。何か特別

にこれをしようということでは

なく、こっち行ってあれをやろう、

またこっち行ってあれをやろう

という感じ。そういう風に出来る

ことをやって、何か形になれば良

いし、ならなかったらならなかっ

たで、まあ良いかという感じのス

タンスでいます。（Ａさん） 

 

―変化を感じられずに通い続ける

ことに壁を感じたことはあります

か？  

これからについて 
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 実は最近になって楽になりまし

た。その前はずっと辛くて、でも

やらないと変わらないから、辛い

状況でも、ほんの少しでも良いか

ら何かやろうという感じで過ご

していました。辛い時でも、何か

目の前にやれることがあるとい

う状況が、前向きな気持ちになる

という時に役立っているのかも

しれません。ひきこもり状態だと

家の中が世界であり、狭い世界な

ので、このオープンスペースのよ

うな所があるとやはり少し違い

ますね。（Ａさん） 

 Ａさんはご家族の協力がとても

よく得られます。このオープンス

ペースまでは距離があるので、公

共交通機関の場合は少し通いに

くいのですが、雨の日や猛暑日な

どはご家族が送り迎えをしてく

れる。また、Ａさんは修学旅行に

行ってないので、我々で企画して

行ったのですが、その際も、費用

面など負担が生じる場合でも本

人が行きたいのなら行かせてあ

げてくださいということをご家

族から言われました。そこには安

心感がありました。というのは、

家族の皆さんとの間に信頼関係

があり、何かあったらご家族から

も言ってきてくれるだろうとい

う前提があります。（支援担当者） 

 今、私が５年、６年通っているお

宅に、Ａさんも毎月一緒に行って

くれています。Ａさんが行くこと

によって、そのお宅の方もオープ

ンスペースに来てくれるように

なりました。Ａさんが一緒に行っ

てくれなかったら、そこまで心を

開いてくれなかったかもしれな

いと思っています。（支援担当者） 

 

―支援担当者に同行する際はどの

ような話をするのですか？  

 

 支援担当者が話してくれるので、

私は特に話さないです（笑）。（Ａ

さん） 

 Ａさんが一緒に行ってくれるこ

とはすごく大きいと思います。

（支援担当者） 

 ただ付いて行くだけです。（Ａさ

ん） 

 

―オープンスペースの他の利用者

はどのような存在ですか？  
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 色々な人がいます。例えば話し相

手になる人だったり、趣味が同じ

だったり。あまり関わらない人も

いますが、でも同じ場所にいるの

で、なんと言うか、友達でもない

し、かといってそこまで遠くない

感じの人達です。このスペースに

来ている人はそういう人が多い

ので、なんとなく一緒にいられる

という感じです。（Ａさん） 

 

―オープンスペースはどのような

場所でしょうか？ 

 

 家以外に人とのつながりを持つ

ような場所があると違うと思い

ます。そういう所があるからこそ

何かできたりするし、変われたり

もするから、そういう場所はすご

く重要だと思います。そのような

場所を通して周りも変わってい

くし、自分も変わってくると感じ

ています。（Ａさん） 

 みんなとシンクロしているとい

う感じがします。（支援担当者） 

 

―ありがとうございました。 
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―お互いに知り合ったのはいつ頃

ですか？ 

 

 支援機関（以下、「センター」と

いう。）に通うようになったのは

７～８年くらい前からです。その

間、担当者の方が一度変わってい

ます。前の担当者が担当していた

期間が長く、その後、現在の担当

者と交代されて２年半程度経過

しています。（Ｂさん） 

 

―最初にセンターに通うように

なったきっかけは？ 

 

 最初は親から「こういうのある

よ」と紹介されました。当時は

まだ仕事をしていなかったの

で、社会復帰のきっかけになる

と思い通っていました。（Ｂさ

ん） 

 

―センターではどのような活動に

参加していますか？  

 一番の最初は面談でした。当

時、履歴書を書くことが非常に

苦手でしたので、履歴書抜きで

仕事ができる所はないのかと探

していました。それほどやる気

がなかったというか、先のこと

も考えてなかったように思いま

す。丁度、どうしようかなと考

えていた所であり、社会体験の

きっかけを紹介してもらうため

にセンターに通って、少しずつ

社会体験の場を提供してもらう

ところから始まりました。 

ハローワーク等からも社会体

験のきっかけを作ってもらっ

て、何度か通ううちに実際に紹

介された事業所に体験しに行っ

たりもしました。その他にもセ

ミナー等に参加していました。

一通り参加して、期間限定のよ

うな形でしばらく会社にも勤め

ました。 

働いている最中もセンターに

は何度か足を運んでいました。

勤務期間が過ぎた後は自分でバ

イトを探し、現在は派遣社員の

ような形で５～６年ほど働いて

います。定職ではないので、自

分としては、明るいひきこも

り、だと感じています。 

これまでの歩み 
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センターで行うことはほぼ雑

談です。あと、ひきこもりの方

たちのグループワークを企画す

るボランティア活動にオファー

をいただきまして、私も別に他

にやることもないので、引き受

けさせていただきました。（Ｂさ

ん） 

 

―センターに通う前に他機関へア

クセスしていましたか？  

 

 全くしていないです。（Ｂさん） 

 

―どうしてセンターに行ってみよ

うと思ったのでしょうか？ 

 

 当時は仕事を探す気もセンター

のような支援機関にアクセスす

る気も全くなかったのですが、

親がなんとかなる所はないかと

いうことで必死に探して見つけ

てきてくれたのがこのセンター

でした。 

当時、外出はしていました

が、人付き合いはありませんで

した。自分ひとりで出て行っ

て、自分ひとりで帰ってくるよ

うな形です。人と関わることは

ほとんどなかったです。バイト

もしていなかったので散歩程度

の外出です。 

大学を出て、就職して、短期

間でいらなくなったと言われま

した。私自身は気が付いていな

かったのですが、周りから見る

と明らかにうつ状態ではないだ

ろうかと心配されていました。

母がその状態を心配して、この

センターを見つけて紹介され、

足を運ぶようになりました。最

初は役所に、うつ状態を立て直

すためにはどうしたら良いかを

相談しに行ったところ、このセ

ンターを紹介されたようです。

母から聞き、やること無いから

行くかといった感じです。 

自分ではそんなに病んでいる

とも思っておらず、しばらく暇

になってどうしようかなと思っ

ていたのですが、次の一歩が踏

み出せない状態でした。自ら計

画を立てて目標に向かってとい

うことがあればプロセスが始ま

ると思うのですが、その目標も

その先も無かったので、そもそ

も踏み出す必要がありませんで

した。踏み出すきっかけになれ

ばと思い通い始めたのがきっか

けだったかなと思います。（Ｂさ

ん） 
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―センターを訪ねる前、期待はあ

りましたか？ 

 

 何も考えずに行きました。ほぼ

無ですね。今はボランティアと

してイベントに関わっているの

で、話すネタづくりとか構成と

かを考えたりしますが、当時は

家庭以外で話す機会はほぼ無

かったので、そういう意味で

は、人と話す（話を組み立て

る）リハビリになるかなという

気持ちはありました。（Ｂさん） 

 

―センターに通い始めて以降、印

象が変わったところはあります

か？  

 

 そこまで大幅に印が変わったと

ころはないです。そもそも自分

は人にあまり関心がないタイプ

ですから。 

興味がないというわけではな

いのです。ただ、興味を出して

こちらから質問を出すと当然向

こうからも質問が返ってくる訳

で、その質問に答えられないの

が嫌で、自分が他人に対して興

味があったとしても尋ねること

をあまりしない。センターに来

られている方は私みたいに何か

しらがあって通っていると推察

できますし、相手が思っている

ことはわかりませんが、積極的

に踏み込んでくることもないの

で安心感があります。（Ｂさん） 

 

―センターに通う中で担当者が変

わった時のことを教えてくださ

い。 

 

 前の担当の方が長かったので、

変わったのは今の担当者になっ

た時が初めてです。今の担当者

には、前の担当の方と同じよう

に、話しているのをずっと聞い

ていただいています。（Ｂさん） 

 

―担当が変わることで緊張はあり

ましたか？ 

 

 担当が変わったとしてもそこま

で緊張はしなかったです。本来

であれば３～４年で定期的に変

わることを知っていたので、前

の担当者についてはいつ変わる

だろうかと話題にもよく出てい

ました。なので、担当が変わる

ことについての恐怖はなかった

です。（Ｂさん）       
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 前担当から、Ｂさんに関する引

継ぎがありました。担当変更後

の最初の面談で、鉄道の話をし

たことを特に覚えています。前

担当からは鉄道が好きな方と聞

いていたので、その関係の雑談

をしました。担当が変わるとい

うことは本人にとって不安な面

もあるのかなと想像していまし

たが、そんなことは見せず色々

と話していただきました。そう

いう意味で私も安心しました。

（支援担当者） 

 

―ボランティアとしての関わりに

ついて教えてください。 

 

 センターに通われている方、セ

ンターに通おうと思っている方

への社会参加のきっかけつくり

のイベントを企画するので、一

緒にやってみませんかと誘われ

たのが最初です。自分として

は、仕事以外は特にやることが

なかったので、何かしら自分の

経験になる事をするのも良いの

かなと思い受けました。それか

ら長い間やっています。 

イベントは、レクリエーショ

ンを企画して開催するというサ

イクルで、半年に２～３回行っ

ています。それ以外にも、体験

談についてこれまでに１回発表

しました。このボランティアは

もう５、６年前からやっている

気がします。イベントの企画の

おかげで、顔なじみの仲間が少

しずつ増えてきました。（Ｂさ

ん） 

 

――イベントを企画するときに大

事にしていることは何でしょう

か？ 

 

 単純に参加者がやりたいと思う

ことをぶつけて、意見を集め

て、そのときのノリや流行、時

期などを加味して検討していき

ます。例えば、冬であれば外は

寒いので室内で調理実習を企画

したり、体育館を使った運動に

したり、ゲーム等の企画もして

います。現在はコロナの影響で

なかなかイベントが出来ない状

況があります。（Ｂさん） 

 

 どのような企画であれば当事者

の方が参加しやすいかといっ

た、職員では気づかない点につ

いて、当事者の方が気づいてく

れるということがよくありま

す。（支援担当者） 
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――自身の体験談を話したイベン

トについて教えてください。 

 

 就労体験談を聞くというグルー

プワークを企画した際、Ｂさん

は先輩、いわゆるロールモデル

にあたるので、既に色々な体験

をしている方ということで発表

をお願いしました。（支援担当

者） 

 

 本来は話好きなのです。このセ

ンターのイベントに関しては、

出ても何も問題ないので出てみ

ようかなと思いました。発表で

は、ただ単純に自分がこういっ

た体験しましたという話を 15分

くらいで伝えました。（Ｂさん） 

 

 体験談のシナリオを作成してい

る時に、Ｂさんが、「こういう働

き方があるということが参加者

に伝わったらいいのかなと」

言ってくれていました。（支援担

当者） 

 

 発表では、何も１週間ずっと働

くことが仕事の全てではない

よ、と伝えました。私自身の仕

事も不規則ですし、「働き方は自

由だ」ということを伝えまし

た。（Ｂさん） 

 

 アンケートを取っていたのです

が、参加者からの反応がよかっ

たです。（支援担当者） 

 

―現在はどのような形でセンター

に通っていますか？  

 

 今年はコロナの関係でイベント

がなく、ほぼ面談しかありませ

ん。２～３週に１回来ていま

す。馴染みの方としゃべってい

るようなイメージです。（Ｂさ

ん） 

 

―Ｂさんにとってセンターとはど

のような場所でしょうか？ 

 

 安心できる場所というか、親に

話せない事を話しに来る場所で

す。例えば家庭の不満や不安な

どは親に言っても仕方のないこ

と。それをセンターで吐き出さ

せてもらって、安心できる。自

分の心が健康になっていくのを

感じます。 

また、ここで話すことによっ

て、自分が「考えなければいけ

ないこと」を思い出させもらえ
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ます。例えば、「自分は何をやっ

ているのだろう」とか「親孝行

してないな」とか、そういった

大切なことを思い出させてくれ

ます。センターで話す機会がな

ければ、そういった事を考えな

いようにしているし、考えても

しょうがないと思ってしまう。

そこを掘り起こす意味で、この

センターは貴重な場所だと思い

ます。（Ｂさん） 

 

 

 

 

 

 

 

――これからやってみようと思っ

ていることはありますか？ 

 

 今のところ、計画しているどこ

ろか何にもないです。とにかく

生きていればいいかなと思って

います。以前、事故で大怪我し

たことがあって、それ以降の人

生に関しては、生きているだけ

で良いと思っています。目標を

もって「これになりたい」とい

うものはありませんが、親にサ

ポートしてもらえてありがたい

という思いと、自立して親を安

心させてあげたいという思い

が、天秤のようにあります。３

回に１回は自立したいなと言っ

ています。（Ｂさん） 

 

―センターに通い始めてから今に

至るまで、気持ちの面での変化は

ありましたか？  

 

 当時の気持ちがあまり思い出せ

ないのですが、当時は無に近

かったように思います。短期の

仕事もクビになって次の目標も

何もなく、ほぼ０の状態。そこ

から 0.1ずつ、少しずつ積み上

げてもらって、１まで戻してく

れるきっかけになった場所がこ

のセンターです。何気ないこと

を重ねて、何気ない方向に戻し

てくれた。昔の自分から考える

と、現在の「普通」を与えても

らったと思っています。（Ｂさ

ん） 

 

―最後に感想やメッセージをお願

いします。 

 

 生きているだけでなんとかなり

ますよということを伝えたいで

す。 

これからについて 



14 

 

不安になり「一人だ」と自分

の中に閉じこもることも結構あ

ると思います。こもっていたら

こもっていたで、その状況に慣

れているのであれば、私は悪い

ことではないと思います。 

こもっている中で、周りの世

界へ踏み出す一歩が怖いなら、

踏み出さなくて良いと思いま

す。ただ、人は自分の重心で自

然に前に転がって、結局それが

一歩になります。踏み出してみ

ようとまでは言わないですが、

転がってみたら何か変わるので

はないかなと思います。 自分

から意思をもって進むのではな

くても、生きているだけで自然

と一歩進んでいるということを

伝えたいです。生きている限り

何かは進んでおり、ごはんを食

べてお茶を飲むだけでも少しず

つ状況は変わっています。 

なので、今、見守っている人

がいたとして、その人は何も変

わっていないということは無い

と思います。毎日の積み重ね

で、自然に転がることが大きな

転がりになって、一歩が十歩に

なることもあるので、周りはそ

れを見守っていけば良いのでは

ないかなと思います。（Ｂさん） 

 

 Ｂさんは、例えばボランティア

として参加してくれている活動

の中では、当事者の方や初めて

イベントに参加する方に細かく

気を配ってくれて、わざとらし

くなく自然と寄り添ってくれる

ようなサポートをしてくれる方

です。いろいろな企画会議で司

会進行をしていただいています

が、その中で「この人に話を向

けられていなかったな」「もっと

向けないといけないな」といっ

た目配り・気配りをしていただ

いています。活動をしていく上

でとても大切な存在です。（支援

担当者） 

 

――ありがとうございました。 


